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9. 内観計画 
（1）デザイン計画 

「築上町らしさと居心地のよさを」 

・築上町に由来する「金唐革紙」「京築ヒノキ」を内装材に採用します。コストバランスを考慮し
て対外的にアピールできる箇所に限って使用します。 

・住民プラザは天井いっぱいに京築ヒノキルーバーを採用し、ヒノキの香りで溢れる落ち着いた空
間とします。 

・多くの住民が利用する 1 階窓口部分には、身近に触れるカウンター等に木材を使用します。 

・案内サインや掲示板の情報が見やすいシンプルな空間とします。 

・格式が求められる議場部分は県産木材の他、金唐革紙を使用します。 

・壁、天井は白色を基調とし、清潔感のある明るい空間とします。 

 

（2）仕上計画 

「⾧寿命で維持管理が容易な材料」 

・執務室や各会議室の床はタイルカーペットでも摩耗性が高く、汚れに強い原着ナイロン製品を採
用します。廊下部分は清掃しやすいタイル（1 階）、塩ビシート（2・3 階）とします。壁は防汚
加工を施したビニルクロス、天井は吸音性のある岩綿吸音板を使用します。 

・廊下や階段、トイレの床は耐動荷重性に優れ、ワックスフリーの単層塩化ビニルシートを採用し
ます。壁と天井は水掛かりになる箇所でそれぞれ使い分けます。 

・集密書架がある書庫には耐動荷重性に優れた塩化ビニルシートを採用します。その他倉庫は一般
的な塩化ビニルシートとします。壁と天井はコストを抑えた仕上げとします。 

・費用対効果の高い素材を選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

待合内観イメージ 

議場内観イメージ 


